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SD のために、 ケースメソッドの活用を
１．はじめに
　近年、わが国では少子化の進展による大学間競
争の激化に伴い、大学職員の能力開発と専門職化
が大きな脚光を浴びている。2001年4月、桜美
林大学大学院国際学研究科に大学アドミニスト
レーション専攻修士課程が開講された（その後、
大学アドミニストレーション研究科として独立）
のは、その象徴的な出来事であった。
　同様の大学院はその後、東京大学にも設置され
た。このような専門課程の存在意義について、武
村（2003）は営利企業のトップエリートを養成
するビジネススクール（以下BS）を引き合いに、
「大学職員のためのMBA」と呼ぶことによりその
イメージを喚起しているⅰ。
　ただ、大学の上級職員養成のためのこうしたプ
ロフェッショナルスクールが、周囲の期待に直ち
に応えているか否かについては、広く議論のある
ところであろう。BSが既に長い歴史と伝統を持
ち、教育・訓練のための方法論を現段階でほぼ確
立しているのに比べれば、こうした専門職課程が
真のプロフェッショナルスクールとしてその力
を存分に発揮し熟成するには、今少しの時間が必
要かもしれない。
　一方で、両プロフェッショナルスクールが、（営
利・非営利の差こそあれ）同じようにマネージメ
ントを学ぶ場であることを考えれば、後発の大学
アドミニストレーションスクールが、先行するBS
の経験に学ぶべき点も少なくない。
　例えば、国内外のBSで広く用いられ、一定の
評価を得てきたケースメソッドによる教授法は
その最たるものであろう。上記の桜美林大学で
も東京大学でも、ケースメソッドによる教授法
はおそらく殆ど用いられていないのではないだ
ろうか。そこで本稿では、大学職員の専門性開発
のために、ケースメソッド教授法を導入するこ
とを提言し、そのための条件を考察してみたい。
２．ケースメソッドとは
　佐野（2005） ⅱによれば、ケースメソッドは、
経営者や管理者の育成を目的として、20世紀初
頭、米ハーバード大学BSで初めて開発されたと
いう。同大におけるケースメソッドの特徴とし
て、佐野は①現実の重視、②一般論よりも個別
論の重視、③社会人学生の経験の重視、という3
点を挙げる。「個別の経営課題をいかに解決する
かの疑似体験を積むことによって、経営者とし
ての意思決定能力を育成すること」がその狙い
である。
　米ハーバード大学のこのような試みは、その
後多くの大学に支持を広げた。また、ケースメ
ソッドは教育のための純粋な方法論であること
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から、基本的にあらゆる分野で応用が可能である。
例えば近年では、行政や公共政策、国際協力など
の分野をもその対象としており、実際にハーバー
ド大学ケネディ行政学大学院では、自らケースメ
ソッドを用いて当該分野の教育を実践するばかり
か、オンラインによるケースの売買までをも手が
けているⅲ 。
３．ケースの作例：ケーススタディ
　　　　　　　　　　 ≠ケースメソッド
　ケースメソッドで用いるケースは下記（2）の
ようなイメージであり、いわゆるケーススタディ
で紹介される単なる「事例」とは大きく異なるこ
とを、下記（1）との比較において理解されたい。
（１）一般的な刊行物でよく見られる「ケースス
タディ」の例：神戸大学の事例 ⅳ
　たとえキャンパスの中や学生生活そのもので
あっても、留学生担当者が一人で（あるいはその
部署だけで）留学生に関わるあらゆるサポートを
行うというのは、時間の面、労力の面でかなり難
しい。（中略）その解決策のひとつとして学生ボ
ランティアを活用するという方法がある。（中略）
　「トラス」は、「留学生支援ボランティア活動や
イベント企画・運営など、留学生とともに考え行
動することを理念に（中略）」、1994年に設立さ
れた。神戸大学留学生センター相談指導部門や留
学生課と連携し、主に国費留学生の渡日時の銀行
口座開設、外国人登録、国民健康保険加入等の支
援を行ったり、（中略）等の交流イベントを行っ
ている。
　このような事例を何度読んだところで、読者
はその事例を知識として個別に学習するに過ぎ
ない。
（２）ケースメソッドの「ケース」：物語性が重要
　一方、ケースメソッドのケースとはどのような
ものであろうか。上記（1）をケースメソッドの
「ケース」に書き換えてみよう。
　「あ～ぁ」。薫は大きくため息をついた。地方の
国立大学へ赴任して半年。留学生課の仕事にも当
初からやりがいを感じている。遠い異国の地で、
歯を食いしばって頑張っている留学生をみると、
何とかして力になってやりたいと思う。けれど、
薫は最近こうも考える。担当者が一人で、留学生
に関わるあらゆるサポートを行うというのは、時
間的にも物理的にもかなり無理がある。例えば、
渡日時の銀行口座開設、外国人登録、国民健康保
険加入等といった必要不可欠な支援から、日本を
理解し、学生生活に慣れてもらうための様々な交
流イベントを企画したりと、薫一人では到底無理
な仕事が毎日目白押しだ。
　そもそも、留学生課には職員が三人しかいない。
薫とその上司、そしてパートの派遣職員だけだ。
それぞれに責任のある仕事を抱えており、とても
薫から「手伝ってくれ」とは言いにくい。その上、
上司は前例踏襲主義の堅物である。仕事はたまっ
ていくばかり。ため息もつきたくなろうというも
のだ。
　そんなある日、薫はある日本人学生と話す機会
があった。彼によれば、友人の中国人留学生が講
義についていけず大変困っており、ある時見かね
て、日本語の手ほどきをしたらとても喜ばれたと
いう。そして、自分たちとしても人の役に立てた
ことがとても嬉しかったというのだ。これだ、と
薫はひらめいた。そう、日本人の学生にもっと関
わってもらえばいいのだ。職員だけで思い悩むこ
となどない。どうして今まで気付かなかったのだ
ろう。明日にでも考えをまとめて、上司に相談し
てみよう。さて、紋切り型の上司にどう切り出そ
うか。薫はそのための方法を考え始めた。
　物語性を伴ったこのようなケースの場合には、
読者は努力せずして主人公に感情移入することが
出来、当事者の気分を味わいながら、その判断の
是非について主体的に考えることができるだろ
う。さらに、他の学生たちとのディスカッション
を繰り返すことで、議論を深めることが可能とな
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ケース5：図書館の空きスペースを利用した
　　　　　　　　　　　メディアルームの開設
　同じく京都大時代の事例で、大学図書館の空き
スペースを利用して、CD/DVDなどのメディアと
オーディオが楽しめる専門スペースを設けた話。
従来型の利用方法に拘り、同施設の開設に反対
する図書館事務部門との折衝をいかに乗り切っ
たか。
５．現状と課題
　わが国において、大学職員の研修や、そのプロ
フェッショナル化を目的に、ケースメソッドの
導入を図ろうとした時、最初の壁は教材として
のケースそのものがほぼ皆無であることである。
ケースを質量共に充実させるためには、迂遠に
見えても、まずケースの書き手を育成すること
が必要である。
　筆者のもうひとつの専門である国際協力の世
界でも、これと似たような経験がある。大きく先
行する米国発ケースの充実ぶりに危機感を持っ
たわが国の関係者が、外務省の外郭団体である
財団法人・国際開発高等教育機構（FASID）を中
心に、国産のケースを蓄積し始めたのは1995年
のことである。
　FASIDでは毎年、ケース執筆者養成のための
ワークショップを開催しており、その成果とし
て、これまで年最低1冊のペースでケースブック
を出版している。ワークショップでは、ベテラ
ンの大学教員が受講生にケースメソッドによる
授業をまず体験させ、続いてケース執筆の要領
を説明した後、各自への個別指導を行う。その後、
受講生は数か月かけてケースを執筆し、メール
などで教員によるケースの添削を数回繰り返す。
　そして再度、全員が集まり、今度は受講生各自
が自らのケースを用いて模擬授業を行う。上記
のケースブックに掲載されるケースは、その後1
～ 2度の微修正を加えた完成品であり、1冊あた
り5 ～ 10編のケースが収められている。
る。まさにこれこそが、ケースメソッドによる学
習の大きな利点なのである。
 
４．どのような事例がケースの題材になり得るか
　そのようなケースの題材として、ではどのよう
な事例が最適で、それらはどこにあるのだろう
か。周りをよく見回してみよう。興味深い事例
は、案外色んなところに転がっているものだ。試
みに、本誌2010年2月号の本間政雄編集長によ
る巻頭記事「学生のためのキャンパス」を見てみ
よう。少なくとも次の5つの有望なケースが考え
られる。以下、メモ風に記してみる。
ケース1：大学図書館の刷新
　本間が横浜国立大に勤務していた際（1997 ～
1999年）、大学図書館の荒廃を目の当たりにする。
その際、「予算がなく建替えは無理」と主張した
幹部職員や、全面建替えを主張する関係者を説得
し、既存の建物を利用して新たな機能を持たせる
という改築案で乗り切った話。
ケース2：学生の課外活動への支援
　同じく横浜国立大の事例で、学生たちにスペー
スが与えられていないばかりに、大学構内の公共
空間を学生が無秩序に占拠していたという話。果
たして学生が悪いのか、大学側の「学生中心」思
想の欠如なのか。
ケース3：大学構内への外部民間飲食施設の導入
　 本 間 が 京 都 大 に 勤 務 し て い た 際（2001 ～
2004年）、大学構内にイタリアンレストランを
オープンさせるという、当時の国立大としては前
代未聞の新機軸。
ケース4：空き施設利用による留学生ラウンジの開設
　同じく京都大時代の事例で、古い建物の利用さ
れていない空間を改築し、留学生が交流するため
のラウンジを開設した話。
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　一方、ケースメソッドは教える側にもある一定
のスキルが必要である。『ケース・メソッド教授法』 
ⅴという本があるくらいだ。筆者自身、都内の大
学院で教鞭を取り、ケースメソッド教授法による
講義を既に5年も試みているが、まだまだ理想に
は程遠い。
　ケースの執筆者を養成し、それなりの量のケー
スを出版・流通・蓄積するには、何と言っても時
間がかかる。国際協力分野のFASIDでさえ15年を
要した。さらにそれらと併行して教員にも教授経
験を積ませなければいけないというのだから、ま
さに気の遠くなるような作業である。だが、決し
て不可能ではない。関係者による一刻も早い検討
開始を強く促したい ⅵ。
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